
令和２年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価等支援事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                                                   令和３年２月 

 

野束川発電所事業性評価調査事業 

 
１．事業の目的 

   共和町野束川にて水力発電事業計画の事業性を評価し、水力発電所建設に繋げる事を目的とする。 

 

２．事業の内容 

  （１） 事業者名 

     GPSSエンジニアリング株式会社 

  （２） 事業名 

     野束川発電所事業性評価調査事業 

  （３） 事業期間 

     平成 31年度：平成 31年 9月 3日 ～ 令和 2年 2月 28日 

     令和 2年度 ：令和 2年 4月 24日 ～ 令和 3年 2月 26日 

  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 

b.使用水量 ： 0.448㎥/s 

c.有効落差 ： 58.6ｍ 

d.出   力 ： 199kW 

 

３．令和２年度の事業実施概要 

     ① 流量調査（流量測定） 

12カ月間（平成 31年 10月から令和 2年 9月まで）の間、月 2回、取水地点付近にて流量測定

を計２４回行った。測定は電磁流速計による。 

     ② 地形測量 

      令和 2年 7月～令和 3年 2月に基準点測量、地形測量、横断測量を行い、基本設計に必要な 

現地地形のデータを入手した。 

     ③ 地質調査 

 令和 2年 7月～令和 3年 2月に取水計画地点、導水路計画地点、水圧管計画地点、発電所

計画地点においてボーリングによる地質調査を実施した。目的は地耐力の把握である。 

     ④ 基本設計 

 令和 2年 7月～令和 3年 2月に行った流況調査、測量、地質調査の結果を踏まえ、本件の発

電施設関連の基本設計を行うとともに事業性の試算を行った。事業性試算は基本設計に基づく

建設費用の概算及び施設運転中の費用の概算を基に行った。 

 

４．事業の成果等 

測量業務により、取水口周辺の施設配置、導水路経路、ヘッドタンク位置、水圧管路、発電所の配置の決定に

必要な地形データが収集できた。 

地質調査により、各計画地において N値 30以上の地耐力が確認できた。 

流況調査により、計 1年間の流況調査結果と近隣の中の川観測所の流況データとの相関性分析を行ったが、

2019年の渇雪による影響で 2020年 5月～8月の水量が例年と比べて著しく少ない数値となっており、相関性の

確認ができなかった。 

 

以上の結果から基本設計を行い事業性の検討を実施した。結果としては投資回収１６．９年となり事業化は可

能なものとなったが、2019年の渇雪に伴う水量低下で近隣観測所との相関性が取れないこともあり、コンサバテ

ィブな計画使用水量となっているため、更なる事業化に向けた計画使用水量の検討を引き続き行っていく。 
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5．事業スケジュール 

 

 

取水予定地点 

水槽予定地点 

発電所予定地点 

水圧管 


